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lま じ め

この経験は，私にとっては大きな意味をもつものであった。やがては消え失せてしまう記憶の

中にとどめるだけにしたくない。この経験を，できるだけありのままに，形のある姿で残したい。

そして，時々記憶を呼ぴおこしていく手がかりにし，この経験を自分の中で反舞したい。

自分にとって嬉しかった経験は，他の人に伝えたくなる。この人聞の自然な気持が働いた。そ

れを少し拡げて，エンカウンター・グループのことも，紹介したかった。

もっと単純に，京都から浮き浮きしたように帰った，その気持のたかぶりの続きで，ごく当然

のこととしてベンを取った，という方が真実に近いかもしれない。こうして，このリポートが生

まれました。

1 参加動機

児童相談所での私の仕事は，個々のクライエントとの接触に加えて，複数の人達との接触を持

たなければならない機会が，段々と増えてきている。一時保護児のグループ，来談する母親達の

グループ，私が“講師"を依頼される教師，保健婦， PTA，施設職員等のグループである。自

分が恥ずかしがりであることは知っているので，できるだけ大勢との接触は避けようとしてきた

が，もうそうもできなくなってきた。同時に，それらのク.ループを，上手に扱っていけない自分

も強く意識している。グループを上手に扱っていく技術，態度を身につけたいというのが，私の

第一のニードであった。

主催者が大学の先輩であり，知人であり，ファシリテーターの中に大学の同級生がいるという

ことも，私の参加決定を気楽にしてくれた。

主催者である先輩が，ロージァスの許に留学してきた成果を学びとりたいと，かねがね願って

いた。チャンス到来という感じで，参加を申込んだ。

2 “自分を出す"苦痛

グループの中でも，“自分を出す"ことは，やはり相当の苦痛を伴うものであった。あるメン



パーが「残使感」という表現をされたように，出し切れないものが残り，しかも残っていること

が気になる。

第1に，自分。醜い面，知識の乏しいこと，性格的なイヤらしい面等の，他人に見られたくな

いものは，そっとしまったままにしておきたいという気持が，自分を出すことを抑制する。いい

かえれば，自分の中にある自分自身のイメージ，他の人に与えている自分のイメージが，悪い方

に崩れていくことに対する不安，恐れである。

私の場合は，このワークショップへの参加を気楽なものにしてくれた，ファシリテーターの中

に何人かの知人がいるということが，この恐れを強いものにした。ワークショ 9 プ以外の場面で

の自分に対する評価の下落が怖かったのである。

第2には，自分を出すことによって相手を傷つけることにならないかという恐れが，自己抑制

につながる。グループのメンバーからは，この恐れの表明が繰り返された。

私自身も，自分のもつ非常に攻撃的な傾向はよく解っている。自分の発言によって，この攻撃

的で未熟な自分がさらけ出されるのが怖かった。また，自分の他人に対する攻撃のなかには，相

手に対する暖か味のないことも感じていた。

この第2の恐れは，相手を傷つけるような発言しかできない，そういった自分が衆目にさらさ

れることへの恐れ，という風に見れば，第1の恐れと同じものになるのではなかろうか。

3 自分の中の変化

私の中の変化は，ファシリテーター見習生としての姿勢を捨てて，グループのメンバーとなる

ことから始った。

グループのメンバーが，単にファシリテーターの扱っていく対象としての存在から，私自身が

かかわりをもつべき大きな存在へと，私の中でふくらんできた。自分がかかわりをもっていけば，

学ぶべきものをもった人達に見えてきはじめた。

私自身については，自分を問題をもった人間として見るようになり，自分の問題を意識するこ

とである。自分以外の問題をもった人達とファシリテーターの「動き」の観察者から，問題をも

った自分自身への転換である。いわば，グループをうまく扱えるようになりたいという参加意図
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からの脱皮であった。

一人のメンバーに対して，攻撃的な気持が高まってくる。しかし，それは長い間抑制された。

自分が非常に攻撃的な人間で，暖か味のない，およそ現在の自分の仕事にふさわしくない人間，

状態であることを，さらけ出したくないという抑制であった。止めどのない攻撃が暴走しそうな

危険を感じていた。

しかし，非常に柔らかい表現をとりながらも，自分と同じような気持を出す人が2，3人出て

きたり，自分と同じ位激しい攻撃的気持をそヲと打ち明けてくれる人がいたり.私のような抑制

ばかりではグループの発展がないと話してくれる人がいたりで，私はこの抑制を取り払う決心が

できた。不幸にしてこの決心は直接には肩すかしをくったが，以後の『自分を出していく』上で

果した役割は大きかった。

自分の問題をグループの前に出していく方が，自分自身のことがもっとよく解るようになりそ

うだ。私が自分を出していくことに対して皆んなが示してくれる反応は，少なくとも否定的，拒

否的なものではなさそうだ。もっと正確に，詳しく知ろうと質問してくれることで，自分自身の

ことがもっとよく解るようになりそうだ。そんな気持が，他のメンパーの話し合いを聞いている

うちに，高ま'?てくる。

しかし一方では，自分の中を他人にさらしたくない，そっとしておきたいという抑制も強い。

この二つの気持が交錯，葛藤する。自分の内部で激しくたたかう。自分の自の前のグループの

話し合いの流れは，その交錯とのつながりでしか把えられない。他の人の話される内容は少しも

頭に入らない。内部のたたかいが，時には激しく，時には休み，時聞が長〈過ぎていく。

自分が組上に乗った，嵐の時聞が過ぎた。今出している自分が，本当の自分より立派すぎるの

ではないかという疑問を抱きながら。また，どうしても出せない部分を抱きしめながら。

自分を出していけば，ファシリテーターやメンバーによって，積極的，肯定的に受け止められ，

受け容れられていった。暖い反応が返ってきた。時には『月並み』過ぎる不満も感じないではな

かったが。

しかし，こうした他のメンバーからの反応を，素直に，しかも単純に喜べる自分を，むしろ嬉

しく患った。
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「身体接触による人間関係促進 j (注1.)の半日は，私に大きな転換をもたらしてくれた。そ

れは，自分の積極的な面を，他のメンバーを通して見ることができるようになったからである。

このプログラムでも，最初は他の人達に調子を合わせようと無理に笑顔を作っていて，顔の筋

肉が硬ばっていた。

目を閉じたまま室内での『自己の可能性の探求』。私は，空間的な限界は定っているから，人

間関係の拡大によって自己の可能性の拡大をはかろうと，触れあう人と握手していった。

この私の発想と行動は，確かに多くの人達の関心を呼んだ。そして，私自身が自分の中に欠け

ていると思っていた柔軟性，心の暖かさを見出してくれた。ある人は，その人の中の自己中心性

を見つめなおす手がかりにしてくれた。そして，別の機会に私との握手を求めてくれる人達が何

人も現われたことは，私の自分が受け入れられているという感じを，高めてくれた。

「身体的接触を嫌いな人もいるかもしれないのに軽率である。」という否定的な発言もあった。

後でその発言の真意を確めるという行動力も，私には生まれていた。そして，私の行動を否定す

るというよりも，むしろ別の人達との関係の反映に過ぎないことを知った。

それで冷水をかけられたような感じは消すことができたo

人の話が，非常によく解るように感じられてくる。今度は，もうほとんど抑制が働かない。時

には相手をむつとさせるような，ひどい発言もしていった。何か，自分に理解できたことを言っ

てあげることが，相手の人にとっても役立つんだという，そんな気持も私の発言を自由にしてく

れたようである。

こうして自由に発言する中で，自分のもつ「冷たさ Jの本体みたいなものが，把撞できたよう

に思えた。

グループの姐上に乗っていたAさん。質問攻めの中で感情がたかぶるうちに，チラりと「本当

の自分J(と私には思われたもの)をのぞかせられた。しかし，直ちに戻ってきた『理性』の立

直りは，それを覆ってしまった。

さっとできた裂目を，ゲノレが埋めていくような感じであった。

私は，自分がその裂目の底に見たものをえぐり出すことに『快感』みたいなものを感じていた。

そのことは，容易に理解されえないものであった。しかし，私はそこに自分の「冷たさ Jを見出

せたと思う。かなりはっきりしたものになった。

他の人の問題解決に，自分が何か役立ちたいという，身の程知らぬと言われそうな，そんな意
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欲も出てきた。このワークショヲプでの自分の積極的な経験を伝えたい，という形になった。全

体グループの中で私はその提案をある人にして受け入れられ，また多くの人の関心を呼んだ。実

体はどうであれ，そういう形で，自分が少しは役に立てたような感じを自分で抱くことができた。

自分がふくらんでいくような充実感がわいてきた。

職場でも家庭でも，自分がこれまでとは違った風に動けそうな思いが，だんだんと高まってく

る。具体的な行動のイメージが次々と浮んでくる。早く帰ってそれを実行に移したい，そんな気

持とホームシッグが重なる。

4 自分の問題を解決する第 3の方法

自分のなかに生じた，理論的理性的に解決しえない問題を，人は様々の方法で解決していく。

その解決方法を，私は「誰と解決するか?Jという観点から考えてみたい。

第1に，自分一人で処理する方法がある。それはまさしく「処理』するであり，解決するので

はない。その具体的な方法は，人によっていろいろと異るであろう。私について言えば，それは

夜遅くまで温室c12.5坪)一杯のサボテンをじっと眺めるというものであった。ストレス解消

法と呼んでもいいかもしれない。自分の問題によって生じてくる緊張を，何とか解消することに

は役立つが，問題そのものの解決にはつながらない。

第2の方法は，自分以外の誰か一人との聞において，解決する方法である。相談する，カウン

セリングを受ける，悩みを打ち明ける，スーパーパイズを受ける等といわれるものである。

私自身は，こうした方法から恩恵を受けた経験は極めて乏しかったように思う。ワークショッ

プ後の極く最近，このタイプの方法で，自分が積極的になりえたことを経験した。この経験をは

っきりと認識しえたのも，次の第3の方法を体験した結果ではないか，そんな気もする。

第3の方法は，グループの中で解決していくという方法である。知識としては，この方法が可

能であることは，知らないではなかった。

しかし，私は今，エンカウンター・グループの中で，それを体験しえたと感じている。私がフ

ァシリテータ一見習生からグループ・メンパーになるということは，即ち自分を問題をもった人

間とみなすことであった。

私にとっての問題の一つは，自分が暖か味の欠ける人間でないかという，自分の現在の仕事へ
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の適性，人間性への疑いであった。グループは，二つの面で，私に解決を与えてくれた。一つは.

他人にとって暖か味の感じられないような動きを，知りえたことである。他の人が受け入れる準

備のできていないことを言うという単純な段階から，相手が無意識に隠そうとしているものを，

その人の奥底からえぐり出して突きつけ，そこに快感すら感じるような段階までを，グループの

中で自由に動き出した自分の中に，見ることができた。

この点では，解決ではなくて，単に自分の姿を見たという，解決への出発である。

もう一つの面は，自分で自分の中に無いのではないかと患っていた暖かさを，他の人達が私の

中に見つけ出してくれたことである。これは，ただもう， rあるんだなー，確かに。 Jと，私が

思い込むだけである。

5 役に立とうとする自分

小グループの中で，自分の発言が相手の人にとって積極的な意味をもつようにと，気をつかい

はじめるようになっていた。

全体グループの中でも，なかなか話が噛み合わない。何故噛み合わないのか，どこでスレ違っ

ているのか，それを理解しようと，黙って耳を傾けるだけで精一杯であった。時には感情的な対

立がエスカレートする。 rそんな話は別の場でやってくれ。」という発言に相鎚を打ちたいよう
な聞き苦しさしか感じられない。

そのうちに， r調停役』なり『コミュニケーシ E ンの交通整理役」としての自分を想定しなが
ら，噛み合わない話のやり取りに専を傾けるようになり始めていた。

両者の聞に自分が立って……と，大きく考える。これは自分には荷が重すぎるという計算が，

それを打ち消す。噛み合わない話，対立の状態が，ひとつの小グループの中で既に何日も続いて

いるということは，自分などではどうにもならないことに違いないと考えていると，もう調停者

などという大それた役割は，自分のなかでしぼんでしまった。

しかし，何か自分が役に立とうとする積極的なものが，またふくらんでくる。 rでは，自分に
できることは何か?Jその場のやり取りが激しくなっていくのを関きながら，私の思考が馳けめ

ぐる。

ある人のなかに，初めの頃の自分と非常に似た姿を見出すと，その人の役に立ちたいという気
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持が一層強くなる。自分がこのワークシヨヲプの中で体験できたことを伝えるというととが，何

か可能なように思えてきた。もしそうできれば，その人にとって役立つであろう。そうなれば，

小グループが別の方向に発展することにならないかなEと，またまた自分の役割を大きいものに

考えはじめる。

やっとの思いで，私はそのような機会の一つを把えた。私が自分を出せない理由，自分を出す

ことに抵抗を感じていた理由と，余りにもよく似たものを，相手の人のなかに見出して驚ろいた

(それは，多くの理由のなかのひとつであったかもしれないが)。私は，そうした不安は自分も

同じであったこと，そうした不安・恐れを表明することによって，何故自分というものを出せな

いかをグループの皆に理解してもらえるのでないか，というようなことを，話したと思う。『こ

のように，グループの中でもっと素直になれば，グループの人遣に理解してもらえる Jという気

持が，相手のなかにかなり動いたように思えた。

ここで，私は『自分の経験を言葉で伝える』という知的な過程なりその内容の役割しか考えら

れなかった。しかし，実際に役立ったのは，その過程に伴って相手に伝っていく人間的な暖かさ

や誠実さであった。

私は，自分の果そうとした役割が，どれだけ果せたか知りたい気持が強かった。しかし，この

場合私にとって大切なことは，自分が役立った効果の客観的な大きさではない。効果が零でなか

ったという，それだげで十分なのである。というより，自分の中で，自分が何か役立てたと単純

に喜べることの方が大切であった。幸に，私は『自分が何か出過ぎたことをしたのではないか?.i

という心配を十分抑えられるだけの，そうした喜ぴを感じることができた。私にとって，これは

非常に貴重な経験であった。

6 グループ.への愛着

ある日の夕方，何人かでコーヒーを飲みながら，いろいろと話がはずんでいた。幸い各グルー

プ何人かずつの方がいられたので，グループ聞の比較の話が出た。

私達のグループでは，全員の家庭的背景がかなりの程度まで話し合われていることが，お互の

理解を容易にし，また発言しやすくしているということになった。

ここで，私は自分達のグループが，一番うまくいっているという感じをもつことができた。こ

れは私だけでなく，居合せた私達のグループのメンバーの全員がそうであった。グループ替えを
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どうするかが話し合われた時には，発言はしなかったが，漠然とした変化を願って，グループの

編成替えを期待していた。しかし，この時からはその気持が消えて，自分のグループへの愛着す

ら感じられた。

7 ワークショップずれ

この題は，あまりいい言葉ではないが，他に適当な言葉が見当らない。

グループ・メンバーの多くが，各種のカウンセリング・ワークショタプ，エンカウンター・グ

ループ・ワークショップを何回か経験していたり，カウンセ Pング・スクールを卒業されたりし

ていた。地方にいる者にとっては，それは羨ましいことのように思えた。この羨望は，私の中に

最初ひけ自の気持を生んだ。そして，ファシリテーターのあり方を学ぼうという斜に構えた自分

を，グループ・メンバーに引き込んでいく働きをしてくれた。

しかし，時聞が経つにつれて，私には『ワークシ冨 y プずれ』とでも呼ぶべきものが匂ってく

るような感じがしはじめた。その場で現実に進行しつつある体験よりも，どのようなことが解か

るべきかとか，気がつく筈であるとか，どんな経験が生じうるものであるかといったようなこと

が，先にあるように思われた。グループで話しているうちに見られる，そして私の理解が到底つ

いていけない『解りの良すぎ，Lr解りの早過ぎ』も，私がここに言おうとしていることと同じ
ではなかろうか。

これもグループの話題にしておけば良かったと思われることの一つである。あるいは私だけの

誤った受け取り方だったかもしれないから。

ただ言えるのは，自分にそうした前経験がなかった方が，今度のワークショップにおける自分

にとっては，有難かったということである。

8 自分がどれだけ変ったか

このリポートに，この章は欠かせない。しかし，良い経験をしたのだから大きな変化がなけれ

ばいけないんだという自分に対する要求がありながら，現実には少しも変っていないだけに，私
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にとっては最も苦痛を伴う章である。

この苦痛は，自分の中の変化を，少し長い時聞の単位でみることを自分に許せば，随分と柔ら

いでくる。この章を最初書こうとした時の激しい苦痛から抜けでて，今こうして書けるのも，私

の変化と言えるかもしれない。

1 家庭 「そういえば，ち主っとやさしくなったようね0.1 私はやっとワイフの御宣託を

引き出すことができた。ワイフの職業人としてのあり方に，より許容的にな':;)たと言えようか。

2 職場 先ず，人の話すことが前よりもよく解るようになっている自分に気づいた。

これは帰るとすぐに気づいた。あるいは，感情的にならずに人の話を聞ける時もあるようにな

った，といった方が正確かもしれない。

もう一つは，同僚達への情報提供に心掛けている自分に，最近気づくようになった。

しかし，真正面から人間関係をよくする働きかけをしようという『決意』は，未だ果しえない

でいる。

3 クライエント このことは， r本当にしようと決意しても，できないこともある』と

いうことを，タライエントの中にも許容しうる自分になれる，そのきっかけをつくってくれたも

ののように思える。

また， r決意』が効果を現わしてくるのには時聞がかかるものであるということも，自分の体

験として理解できた。これも，私のタライエントに対する理解を助けてくれるものになるであろ

フ。

4 参加意図lel満たされた 先に私は，このワータショタプへの参加意図からの脱出に

よって，自分のなかの変化が始ったといった。しかし，最近私はこの参加意図が自分の中で満た

されているのではないかと考えはじめている。

先日， 30名ばかりのお母さん方と，約1時間半の充実した時聞をもつことができた。一種の

ファシリテーターとしての役割を，自分がこれまでになく効果的に果たせたように感じられた。

カウンセリング研究会の月例会でも，参加者がかなり高い参加意識を経験するプログラムを提供

できたと感じている。

この点は，もっと時聞をかけて，確かめていきたいと思う。
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資 料

1 ヱンカウンター・グループ

エンカウンター・グループ (Encounter Group)とは何かを，少し説明しておく必要があ

ろう。が，今の私にはその能力はないので，二つの借物ですませたい。

「エンカウンター・グループというのは，ロージァズ博士を中心としたグループが，個人の対

人関係一般と組織の変革という大きな課題に挑戦していっている方法なのである。今までのロー

ジァズの理論が，カウンセりングとか心理療法とかいった，どちらかといえば個人的な問題を目

的とするにとどまっていたのに対して，このエンカウンター・グループは，現代の人間集団のも

つ社会的な問題の解決を直接の課題としている。J (註2.)

「このグループは，普通10人から 15人位の人々と，ファシリテーター(促進者)と呼ばれ

る人をもって構成する。そして，場面構成をほとんど行わずに，個人的表現，感情の探求，相互

のコミュユケーションのために最大限に自由な雰囲気を準備する。

このグループの焦点は，グループ・メンパー聞の相互作用におくのであって，その自由な稼囲

気の中で，お互のもっている防禦や仮面を脱ぎ捨てるように勇気づけ，グループ内の他のメンバ

ーとの直接的で開放的な関係，つまり深い出会い (Basic Encounter)を可能にすれば，一

人一人が普通の社会的関係や職場の関係で達成できるよりも，はるかに深く自分自身と他人につ

いて知るようになる。即ち，開放的な雰囲気，思い切った冒険，正直さなどが，信頼感を湧かせ，

それがその人の自己認識を深め，自己欺臓の態度を改め，もっと革新的で建設的な行動を試みた

れ採用することを可能にする。その結果，日常生活状況の中で，他の人とより適切で効果的な

関係をもつことができるようになる。J (註3.)

2 ワークショップ

1) 主催 人間関係研究会

2) 会期とスケジュール
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昭和 45 年 8月 10 日ー 8月 21 日

iは 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

10 月 受付 小グループ 昼食 小グループ

11 火 小グループ 1/ 

12 水 1/ 1/ 

13 木 1/ 
身体運動を伴う

人間関係促進(全体)

14 金 全体グループ 小グループ パーティー

15 土 休 日

16 日 休 日

17 月 小グループ 小グループ

NTLタイプのセンシ

18 火 1/ ティピティ・トレーニ

ング経験(全体)

19 水 1/ 全体グループ

20 木 1/ 。

21 金 小?JL--プ
片づけと

パーティー1/ 

反省会

参加者の希望で予定はかなり修正された。

3)会場 京都女子大学

4)フアジリテーター

稔

子

久直

紘

瀬

瀬

山

畠

畠

東

(京都女子大文学部助教授，心理学)

(京都大学教育学部大学院博士課程，臨床心理学)

(京都大学教育学部助手，臨床心理学)
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村 山 正 治 (九州大学教養部助教授，心理学)

中 村 良之助 (京都市立楽楽小学校教頭，前京都カウンセりングセンター・

カウンセラー)

谷 口 正 己 (神戸市教育研究所所員，カウンセラー)

5)参加者 33名

職 業 男 女 計

学 生 2 7 9 

産業カウンセラー 2 3 5 

教師 (小・中・高・大) 7 5 1 2 

会 社 員 2 1 3 

そ の 他 2 2 5 

小グループは，参加者を性別，年令，職業が片寄らないように三等分し，ファシリテー

ターが2名ずつの3グループ。

註1. 畠瀬稔 「身体接触を伴う人間関係促進のー技法」 人間関係研究会資料ぬ1

註2. 畠瀬稔 「エンカウンター・グループについて 一 来談者中心療法の行動科学的発展

-J 人間関係研究会資料ぬ4

註3. エンカウンター・グループ・ワークショップ案内状より。

Rogers， C. R. A plan for self-directed chang~ in an educat ional system. 

in .Freedom to Learn. 1969， PP 303 323よりの抜粋。
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あ と が き

今度ほど，自分の書き言葉の貧弱さを情けなく思ったことはない。心の奥底では，自分の本当

の経験とピアタリしないではないかという声が，絶えず聞えてくる。その声におびえながら，や

っとの思いのこのリポートである。自分に対する要求水準が高過ぎて何も行動できないよりマシ

ではないか ー そんな考えの所産である。

ワークショップでお世話になったファシリテーターの方々，参加者の皆さんに，心から「有難

う。」を，何度も何度も言いたい。自分の中に，自分自身ではないと思っていたものを見つけ出し

てくれ，もう失ってしまったと諦めていたものに暖い風で息吹きを取り戻してくれたことを，心

から感謝したい。

( 1970年 11月3日)

著者略歴

193 4年 香川県に生まれる。

1 95 8年 京大教育学部卒業。

1 9 5 9年 香川県児童相談所心理判定員。

現 在 香川県児童相談所長。

人間関係研究資料 地 2

発行者 人間関係研究会

〒145 東京都大田区上池台 1-34-26 渡辺協子方

TEL 03-729-3622 

郵便振替 東京9-37428

印刷者 〒769-15 香川県三豊郡豊中町 大西プリント社

発行日 第 1刷 1971年 4月 1日

第2刷 1972年 9月30日

第3刷 1975年 12月25日

第4刷 1979年 9月20日

第 5刷 1982年 2月 1日

著者 〒767 香川県三豊郡高瀬町大字上高瀬 1112-2

。小野 修
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ー人間関係研究会について

人間関係研究会は，エンカウンター・グループを中心とした人間関係の改善と促進の方法につい

ての研究と実践を目的として， 1970年春に発足しました。この研究会は，人間関係の分野に関心

をもっ研究者と実践家が閉鎖性をうち破り，新しい人間関係をもとに組織と集団や個人生活のあり

方に，より真実で創造的・建設的なものを求めることを課題としています。人間関係こそは，私た

ち人間の生き続ける限り，世界・国家・社会を通じての大きな課題であり，障壁・闘争・破滅につ

ながると同時に，成長・建設・福祉への道でもあります。この新しい分野に関心をもたれる万々が，

この研究会を利用し，経験と知識を交換しあうことを希望しています。

この研究会は，年間二十数回のワークショップやセミナーを開催し，文献資料の配布を行なって

おり，機関誌の発行も計画中です。希望者は，人間関係研究会の各地区事務局へお問い合わせ下さ

U、。

人間関係研究会刊行資料

人間関係研究会では，グループ活動に関連する資料を刊行しています。自分のグループ体験

を掘りさげて見つめるためにも.一読をお勧めします。また， “こんなことに関する資料がほ

しい"という様な御希望もお知らせいただけると幸いです。

No. 1 畠瀬 稔 :身体接触を伴う人間関係促進のー技法(改訂増補)， 1972 
(価 200円〒 120円…40g) 

肱 2 小野 修 :自分がよみがえった一一エンカウンター・グループへの
参加経験一τ1971 価 200円 〒120円…40g) 

No.3 ロジャーズ， 1967(小野修訳自己指示的教育組織の変革のための計画. 1971 
(価 200円〒 120円…45g) 

No. 4 畠瀬 稔 :エンカウンター・グループについてーー来談者中'U療法の行動
科学的発展ー(i;教育の医学J18巻1号より転載)

(価 200円干 120円…30g ) 

ぬ 5 ジエンドリン&ピーピー， 1968 (.小野修訳):体験グループーグループのための
インストラクションー-(:増補改題)， 1972 (価 200円 〒120円…40g ) 

No. 6 北 畠 2E高校生のためのグループ・カウンセリング， 1976 
(価 800円干240円…180g ) 

肱 7 増田実，東山紘久，清水信介;ラ・ホイヤ・プログラムへの参加経験， 1977 
(価 200円〒 120円…40g) 

ぬ 8 畠 瀬 稔 :企業における人間関係の改善について←ーェγカウンター・
グループの導入 1979 価 200円 〒120円…30g ) 

O 清水 信介編:エンカウンター・グループ文献リスト， 1975 (価 200円 〒120円…40g ) 

これらの文献資料の購入申し込み，またはお問い合わせは，各プログラムの「問い合わせ先j，

または下記までどうぞ。

一冊以上ほしい方は，重さを参考にして計算の上，郵送料をお送り下さい。 250gまでは240

円， 500 gまでは 350円です。

人間関係研究会事務局

〒145東京都大田区上池台 1-34 -26 
渡辺協子方

ご送金は郵便振替 東京9-37428まで
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